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令和２年度事業計画 企画支援部

当センターの技術支援業務と研究開発業務の総合的な企画立案・調整を行います。県内企

業の製造技術の向上を図るために工業技術に関する調査研究及び情報提供，産学官連携に

関する連絡調整，技術相談・指導，試験研究の管理調整を行います。

また，工業デザインや工芸品に関する技術相談，依頼分析・試験等の技術支援と研究開発

を行います。

●研究開発企画調整事業

研究開発の円滑な業務運営を図るために，産学

官の委員により構成される研究開発推進会議や新

規研究課題検討委員会を開催するなど，総合的な

企画調整と研究開発の進行管理を行います。また，

各企業団体や産業支援機関，大学等との産学官連

携や，企業シーズ・ニーズのマッチング，そして共同

研究等を通して，企業活動を支援します。

試験研究機関や大学等への研究員の派遣や，他

機関から講師・研究員等の招へいを行い，当セン

ター研究員の技術力向上や他機関とのネットワー

ク形成など研究機能の充実を図ります。

また，神奈川県立産業技術総合研究所や宮崎県

工業技術センターと当センターとの間で，研究成果

発表会での相互発表や，各種研究会・講習会への

相互参加などで交流しています。今年度も人的交

流を継続し，技術情報を交換することにより，研究

開発や技術支援に役立てます。

●工業技術支援事業

鹿工技ニュース，年報，研究報告書等の刊行物の

発行，研究成果発表会の開催，ホームページや，

メール配信サービス「KIT-enews」による情報発

信，技術シーズ集や特許シーズ集などの情報提供

や科学技術文献データベース「JDreamⅢ」での情

報検索などにより，県内企業の技術開発や新製品

開発を支援します。

県内の業界・企業の人材育成を目的として，技術

指導等の受け入れを実施します。さらに企業技術

者の技術力向上や新分野進出を目的として，各種

技術講習会の開催や，当センター職員と企業技術

者で組織された研究会活動を支援します。

製品の品質管理や性能評価，不具合や事故原因

の解明等，企業の生産活動に伴う技術課題の解決

を支援するための依頼試験・分析，設備機器の開放

等の業務を実施し，企業活動を支援します。

工業技術に関する様々な技術相談・技術指導や，

企業ニーズに応じた講習会・セミナー等を開催しま

す。また，ウェブサイトの相談窓口「技術相談110

番」に対応します。

●公募提案型受託研究事業

企業や大学等との共同研究や受託研究，国等が

募集する提案公募型事業への応募・参画について，

積極的な外部資金獲得に取り組みます。

《研究テーマ》

１ 高齢者用屋外木製ベンチの開発

筋力が弱まり体力の衰えた高齢者が，屋外で元

気に明るく活動するには，活動中に一時，腰を下ろ

して休息できる場所が必要です。そこで，本研究で

は，高齢者の健康増進と，県内建具・家具関連業界

の活性化並びに県産材の利用拡大を図ることを目

的に，高齢者が座りやすく立ちやすい高齢者にとっ

て優しい木製ベンチを開発します。本年度は，屋外

用ベンチのデザインと試作，強度や安全性等の性能

試験の実施と評価を行います。

２ レーザ加工型板による新しい陽刻技法を用いた

薩摩焼の研究

彫刻表現を可能にしたレーザ加工による薩摩焼

用型板は，技法の簡便さから，多くの窯元で採用さ

れ，新商品の軸となるなど好評を得ています。

これまでの薩摩焼用型板に，さらに複数の加工

技術を組み合わせた新しい型板の開発や，型板を

用いた薩摩焼と大島紬や川辺仏壇などの伝統工芸

技術を複合させた工芸品の開発を目的に，本年度

は，彫刻と精細な切断を組み合わせた型板の試作，

窯元での製品化再現性の実証試験を行います。

《職員》

所 長 瀬戸口 眞治

副 所 長 久 保 敦

研 究 主 幹 市来 浩一

企画支援部

部 長 安藤 浩毅 企画支援部の総括

研究専門員 山田 淳人 プロダクトデザイン

〃 松田 豪彦 研究予算，共同受託研究

主任研究員 中村 寿一 推進会議，技術支援

研 究 員 髙見 勇大 勤務発明，刊行物

小湊 留美子 技術情報提供技術情報活用推進員
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令和２年度事業計画 食品・化学部

食品，化学，環境及び繊維工業に関する技術相談，依頼分析・試験等の技術支援と関係技

術の研究開発を行います。

《研究テーマ》

１ ファインバブル水を用いた洗浄試験環境の構築

ファインバブル（ＦＢ）とは，100μm以下の微細

な気泡のことで，油などの洗浄に効果を発揮する

ことが知られています。しかし，県内企業がＦＢ洗浄

装置を導入するに当たり，洗浄物の材質や形状，汚

れの種類等に対して，最適な洗浄方法と洗浄効果

が定量的に評価できないことが課題でした。

そこで，本年度は昨年度に引き続き，ＦＢ水の中

でも気泡径100nm以下のウルトラファインバブル

(ＵＦＢ)を用いた様々な模擬試験環境を構築し，洗

浄効果の定量的な評価技術について研究します。

２ 木質バイオマス燃焼灰および竹チップの利用

に関する研究

木質バイオマスは発電用，ボイラー用の燃料とし

て利用が急増していますが，その燃焼灰の処理に

ついては全国的な課題となっています。

そこで，本年度は昨年度に引き続き，得られた燃

焼灰の成分分析の結果から，燃焼灰の活用方法の

開拓と，全国一の蓄積量を誇る竹の燃料としての

利用可能性について研究します。

３ 山川漬の発酵・熟成機構の解明

本県の特産品である山川漬は，他の漬物にはな

い特殊な製法であり，低塩分仕込，高ＧＡＢＡ含有

など技術的，成分的特徴もありますが，その発酵・

熟成機構は不明です。

そこで，山川漬の製造中における微生物および

成分の経時変化を精査し，山川漬独特の製法と成

分組成との関連を明らかにすることを目的に，本

年度は，微生物の菌数や種類，発酵熟成によって生

じる有機酸やアミノ酸などの成分を経時的に調査

します。

４ 鹿児島みその機能性に関する研究

鹿児島味噌の醸造は，麦麹を使うこと，主原料の

大豆に対する麹の割合が高いこと，発酵熟成期間

が短いことが特徴です。

そこで，本年度は昨年度に引き続き，鹿児島味噌

の醸造過程で生成される成分や原料由来成分から

機能性に関与する成分を明らかにし，実用化へ向

けて，機能性を強化した味噌や加工食品向け減塩

味噌の製造技術を確立します。

５ 新たな香味を有する芋焼酎製造技術の開発

芋焼酎業界では酒質多様化のための取組が盛ん

です。特に，香りに影響を与える酵母については

メーカーの関心も高く，新たな酵母の育種開発が

求められています。本県ではこれまで様々な酵母

を育種しましたが，吟醸香であるカプロン酸エチル

を高生産する酵母の育種は行われていませんでし

た。また，既存のカプロン酸エチル高生産酵母で芋

焼酎を製造した場合でも，米焼酎などに比べカプ

ロン酸エチルの濃度が低くなることが知られてい

ます。

そこで，芋焼酎に適したカプロン酸エチル高生産

性酵母の育種およびその酵母に適した芋焼酎製造

技術を開発するため，本年度は芋焼酎に適したカ

プロン酸エチルの濃度の検討，および本県オリジナ

ル酵母の選抜・育種を行います。

６ ＣＮＦを利用した繊維加工の実用化研究

県内の繊維業界では，商品開発が多様化する中，

製品の品質や機能性の向上が求められています。

これまでに，ＣNＦ（セルロースナノファイバー）を

利用した樹脂加工や表面処理について，樹脂の強

化や繊維表面への特性付与などの効果を確認しま

したが，ＣNＦの洗浄への耐久性が課題となってい

ます。

そこで，本研究ではＣNＦを樹脂剤などに添加す

る加工処理およびＣNＦのみによる表面処理につい

て，耐水性を向上させた処理方法を確立し，実用化

を図ります。本年度は，ＣNＦを樹脂剤などに添加

する加工処理の耐水性効果を検討します。

《職員》

部 長 安藤 義則 食品・化学部の総括

研究専門員 向吉 郁朗 用水排水，染色化学

〃 小 幡 透 利活用，分析化学バイオマス

主任研究員 東 みなみ 機能性素材，繊維染色

研 究 員 加藤 由貴子 機能性食品，発酵食品

〃 冨吉 彩加 酒類製造技術，分析評価

〃 大谷 武人 酒類・発酵食品，製糖技術

〃  田 薫 有機分析，高分子物性評価

廣岡 侑磨 分析化学，機能性材料〃

酒類製造研究開発等の補佐主任技術補佐員 亀澤 浩幸

技術補佐員 下野 かおり 佐発酵飲食品研究開発等の補
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令和２年度事業計画 生産技術部

機械，電子，金属工業に関する技術相談，依頼分析・試験等の技術支援と関係技術の研究

開発を行います。

《研究テーマ》

１ 樹脂型によるプレス成形技術の確立

プレス加工企業では，多種少量生産のニーズと

短納期の要請から，工程全体の更なる効率化が求

められています。そこで，３次元プリンターで造形し

た樹脂型の開発を行い，工程の効率化を図ります。

本年度は，限界絞り率の試験等を行います。

２ プレス製品のリバースエンジニアリングによる金

型開発の効率化

図面がなく現物しかないプレス加工の試作依頼

が増えています。そこで，プレス金型開発の効率化

を目的に，Ｘ線ＣＴを用いたリバースエンジニアリン

グ技術を確立します。本年度は，Ｘ線ＣＴにおける

部品形状が撮影配置に及ぼす影響を解明します。

３ 現場で使える低価格なＡI実装モデルの構築

ＡIの利用技術としてクラウドＡＩとエッジＡＩがあ

ります。クラウドＡＩでは，通信による遅延の発生な

ど課題があります。そこで，低価格なエッジＡIデバ

イスの検討およびＡIモデルの開発を目的に，本年

度は，ＡIモデルの圧縮手法等を検討します。

４ 転造タップにおけるバリ抑制技術の確立

金属板材に円筒突起を形成するバーリング加工

後に雌ネジを形成する転造タップでは，バリが生じ

る恐れがあります。そこで，バーリング工程内のバ

リ抑制を目的に，本年度は，バリ発生を防ぐプレス

加工方法を検討します。

５ IoTを活用した切削加工監視技術の開発

切削加工の監視は，音や振動から技術者の経験

を頼りに行われています。そこで，切削加工の状態

をセンサーを用いて監視し，遠隔から加工監視を

行う技術の開発を目的に，本年度は，遠隔からの測

定システムを構築して加工監視技術を確立します。

６ 鍛造金型の予圧状態可視化技術の確立

鍛造金型は，補強リングに金型を圧入し，予圧状

態を保つことで金型寿命を伸長させていますが，

予圧状態は，不可視です。そこで，鍛造金型の予圧

状態の可視化を目的に，本年度は，予圧状態可視

化アルゴリズムを検討します。

７ 深層学習を用いた画像判定システムの開発

工業製品の外観検査において，目視検査でしか

対応できない事例があります。そこで，深層学習の

技術を用いて，工業製品を外観検査する画像判定

システムの開発を目的に，本年度は，対象全体を撮

像するシステムを設計・構築します。

８ レーザ表面改質によるステンレスメッシュの

ぬれ性制御技術の確立

スクリーンマスクを用いた電気配線形成では，ス

クリーンメッシュの表面状態の違いで乳剤のぬれ

性が変化する問題があります。そこで，レーザによ

るぬれ性制御技術の確立を目的に，本年度は，レー

ザ光の強度等と表面改質の相関を解明します。

９ シール性を考慮したへール加工の研究

高真空状態の維持が必要な製造装置の部品加工

では，接合面を手作業で磨くため作業効率が低下

します。そこで，シール性を考慮した磨きが不要な

ヘール加工技術の確立を目的に，本年度は，マシ

ニングセンタによるへール加工を行い，ステンレス

鋼の金属組織の内部を評価します。

10 ３次元データを有効活用したものづくりに関

する研究

九州・山口各県公設試のＣＡD/ＣＡM/ＣＡＥ担当

者で構成する研究会の開催と，曲げ荷重による応

力集中に対する形状変化の解析について，各県と

情報交換・意見交換等を行います。

《職員》

部 長 牟禮 雄二 生産技術部の総括

3Dプリンタ/スキャナ，ＣＡD/ＣＧ研究専門員 藤田 純一

切削加工，超精密加工，精密測定〃 岩本 竜一

〃 上 薗 剛 電子計測制御，ＥMＣ技術

〃 瀨知 啓久 熱処理，金属組織，ろう付

〃 桑 原 田 聡 陶磁器材料

溶接，非破壊検査，材料試験主任研究員 瀬戸口 正和

研 究 員 樋口 貴久 無機材料，腐食・防食

精密測定，表面観察，金属材料〃 栗毛野 裕太

〃 谷山 清吾 IoT，光測定，振動試験
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（シラス研究開発室）令和２年度事業計画 地域資源部

木竹材，シラス等火山噴出物の地域資源に関する技術相談，依頼分析・試験等の技術支援

と関係技術の研究開発を行います。

《研究テーマ》

１ スギ材のめり込み特性を活用した高靱性軸組工

法の開発

スギ材は，繊維直交方向の圧縮荷重に対して変

形しやすく，柔らかい反面，大変形時まで荷重が上

昇する粘り強い性質を有します。そこで，粘り強い

強度特性を有する高靱性軸組工法の開発を目的

に，本年度はスギ材特有の「めり込み特性」を建築

物における地震等の荷重エネルギー吸収に活用す

る研究を行います。

２ 高温セット法によるスギ心持ち平角材の乾燥技

術に関する研究

木材乾燥時の割れを防ぐ前処理として高温低湿

処理（ドライングセット）が広く利用されています。

しかし，この処理を行ってもその後の仕上げ乾燥に

おいて，乾燥割れが生じるケースが散見されてい

ます。この原因としてセットのかかり具合が影響し

ていると考えられます。そこで，最適な乾燥工程に

よる生産効率の向上を目的に，本年度は，木材の

含水率毎のドライングセットのかかり具合を明らか

にし，仕上げ乾燥条件の適切な選択を可能にする

研究を行います。

３ 県産スギを活用したツーバイフォー工法部材

の乾燥技術の確立

ツーバイフォー住宅は，今後需要拡大が見込ま

ツーバイフォー工れ，県内企業でも，柱材に用いる

204材，20６材）が生産されています。法部材（

一方，高い強度が求められる横架材に用いる幅

広な20８材，210材は，乾燥時に幅反りなどの変

形が生じ，歩留まりが劣ることから，製造技術は確

立しておらず，県内では生産されていないのが現

状です。そこで，コスト競争力のあるツーバイフォー

工法部材の製造技術を確立することを目的に，本

年度は大径材から採材したツーバイフォー工法部

材（20８材，210材）の幅反り等の変形を抑制する

乾燥技術について研究を行います。

（シラス研究開発室）

１ 火山ガラスの溶液化による機能性材料の開発

シラスに含まれる火山ガラス質は，現在，研磨材

やシラスバルーン原料等に用いられていますが，微

粒分が多く用途が少ないのが現状です。そこで，無

機接着剤や真球ガラスなどの高付加価値製品への

展開を目的とし，本年度は化学的な方法による溶

解や再固形化技術を用いた火山ガラス由来の材料

の開発に関する研究を行います。

２ シラスJIＳ砂及び火山ガラス微粉末の実用化

研究

これまで，普通シラスから砂，軽石，火山ガラス質，

粘土に精度良く分離する乾式分離技術を開発してき

ました。そこで普通シラスの工業的利用を目的とし，

本年度は①分離した砂のコンクリ－ト用細骨材とし

てのJIＳ適合性試験，②火山ガラス質を粉砕した火

山ガラス微粉末最適製造技術の開発，③火山ガラス

微粉末を用いた混合セメントの開発を行います。

３ ミネラルコーティング膜の実用化研究

これまでの研究で，火山噴出物（シラス，溶結凝

灰岩，桜島溶岩，桜島火山灰）をサブミクロンサイズ

の素材に加工できる技術を開発しました。そこで，

生産技術の実用化とミネラルコーティング膜を用

いた新製品の開発を目的として，本年度はこれら

の持つミネラル成分を含有したコーティング膜とし

ての耐久性や安定性を向上させる製造技術を構築

する研究を行います。

《職員》

地域資源部

部 長 南 晃 地域資源部の総括

研究専門員 日髙 富男 木竹材の乾燥，保存技術

主任研究員 山角 達也 木竹材料の利用・加工技術

木構造，木竹材の強度，性能評価〃 福留 重人

木質建築の性能評価，木質材料研 究 員 中 原 亨

新山 孝子 地域資源研究開発等の補佐主任技術補佐員

シラス研究開発室

室 長 袖山 研一 火山噴出物の高度利用技術

研究専門員 吉村 幸雄 薄膜形成技術，機器分析

研 究 員 増永 卓朗 シラス資源の基礎物性評価
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